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１．河川の総合的な保全と利用に関する基本方針 

1.1 流域の現状 

(1)．河川及び流域の概要 

二級河川
お ざ き

尾崎川は，広島県広島市の東部沿岸域に位置する流域面積

4.1km2，流路延長 1.85km の都市河川である。その流れは，
あ き

安芸郡
か い た

海田町つ

くも地区に始まり，海田町の中心市街地を南流し，最下流部で大きく西向き

に折れ曲がった後，尾崎樋門を経て広島湾に注いでいる。なお，尾崎川には

支川が存在せず，流域に降った雨はすべて下水道雨水排水路を通って河川に

流入している。 

河川形態は，全体に河床勾配 1/1,500 程度と緩く，川幅は，約８～14ｍ

とほぼ等幅で，河口付近の三角遊水池部分のみ一部 150ｍ程度と広くなって

いる。河床材料は，砂及びヘドロなどの堆積粘性土が主体である。 

流域は，上流部が海田町，下流部が広島市安芸区から構成されており，

左岸側が古くからの住宅地及び商業地域，右岸側が埋立地で工業地域及び陸

上自衛隊海田市
かいたいち

駐屯地となっている。なお，尾崎川流域及びその周辺は広々

とした低平地となっており，南東の山地部を除き，隣接する二級河川
せ の

瀬野川，
み さ こ

三迫川，
や の

矢野川が尾崎川の流域境界となっている。 

(2)．流域の自然環境 

気候は，瀬戸内気候区に属し，年平均気温 16.5℃程度と温暖であるが，

年平均降水量は約 1,600mm で雨は少ない。月別では，梅雨期・台風期を中心

とした５月～９月に降雨が集中している。 

地形は，流域の大部分が標高約１～３ｍの平坦地で，南東部に標高 200ｍ

程度の小起伏山地が存在している。 

地質は，大部分が隣接二級河川である瀬野川河口部に形成された沖積堆積

層と大規模な干拓地の上に造成された埋立地である。なお，山地部は中生代

白亜紀の広島花崗岩類となっている。 

林相は，山地部に県内で一般的なコバノミツバツツジ～アカマツ群集，コ

ナラ群集などの二次林が分布している。 

河川に生息・生育する動植物は少なく，魚類では，中・上流部のカダヤシ

や絶滅危惧種のメダカなど小型淡水魚がわずかに生息し，河口付近でボラな

どの汽水魚が見られる。鳥類では，水辺に生息するコサギ，カワセミなどが
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河口付近で観察され，植物では，護岸の隙間や天端のわずかな場所にセイタ

カアワダチソウやヨモギなどが見られる。 

(3)．流域の社会環境 

人口は，流域の大部分を占める安芸郡海田町で横ばい，広島市安芸区が増

加傾向にあり，現時点の尾崎川流域内人口は約 24,000 人である。また，産

業別就業者数の割合は，第３次産業が６割を占め，第２次産業が３割，残り

１割が第１次産業となっている。周辺地域と同様に，近年は第３次産業の就

業者割合が増加する傾向にある。 

流域内の土地利用状況は，８割以上が市街地で，残りが周辺の山林とわず

かな田畑となっている。なお，尾崎川沿いはほぼ市街化され，近年は山沿い

の緩傾斜部の開発がわずかに行なわれているのみとなっている。 

主要交通としては，流域北部の国道２号及びこれに接続する尾崎川沿いの

国道 31 号及びＪＲ
くれ

呉線があげられる。海田町及び広島市では，これら幹線

交通と周辺商工業地域の高度利用及び住宅地域のコミュニテイ拠点整備な

どにより，地域の活性化とうるおいのある町づくりを目指した取り組みを行

っている。 

尾崎川の歴史は，古くは流域のほとんどが海であったが，17 世紀の
あ さ の

浅野氏

藩政時代から藩営の干拓事業に着手し，徐々に海に向かって埋立てが進めら

れていった。近代になり，昭和 11 年に当時の干拓地のさらに海側が旧陸軍

の軍需品補給基地として開発され，その際，干拓地との間に設けられた排水

路が現在の尾崎川の原形となっている。海岸線と並行に流れる尾崎川の特異

な形態は，以上のような経緯から生まれたものである。 

(4)．治水・利水・河川環境の現状と課題 

1)．治 水 

尾崎川流域は，低平な干拓地として形成され，古くから度々洪水被害に

見まわれてきたが，家屋が少なく，田畑の冠水等が主であったため，大き

な問題となるようなことは少なかった。その後，沖合いが旧陸軍基地とし

て嵩上げされる際に，尾崎川の原形となった水路と遊水池，河口部に汐止

め樋門と排水ポンプが設置されたが，昭和 40 年頃からの急速な都市化の

進展につれ，水田が減少し保水能力が低下した上に，開発の際に行なわれ

た盤上げの影響により，浸水深が増大し，それまで浸水していなかった山
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側の地区まで新たに被害が発生するようになっていった。 

この当時 15 年間（昭和 44 年～58 年）の被害報告によれば，浸水回数

８回，床上浸水 67 戸，床下浸水 777 戸であり，特に昭和 54 年以降は毎年

１～２回の浸水を繰り返していた。 

このため，河口部に尾崎排水機場（排水能力９ｍ3/s）を新設するなど

の対策を行った結果，その後 15 年間（昭和 59 年～平成 10 年）の被害は，

浸水回数３回，床上浸水２戸，床下浸水 33 戸と，それまでに比べて明ら

かに状況は改善されたが，依然として被害が発生しており，適切な安全度

を有する新たな治水計画の策定と洪水防御対策の早期実施が課題となっ

ている。 

2)．利 水 

尾崎川には水利権に基づく水利用が存在しないため，利水に関する問題

は生じていない。 

3)．河川環境 

広島市及び安芸郡海田町では，流域の下水道整備を進めており，現在，

整備率は約 70％である。これにより，平成５年と平成９年に行った水質

調査においては水質の改善傾向が見られるが，依然として中・下流部では

下水臭等の不快な臭気の発生がみられる。このため，沿川住民に対し，悪

臭などで日常生活において不快感を与えない程度の水質の確保が課題と

なっている。 

また，尾崎川は，埋立てによって形成された人工河川であり，両岸をコ

ンクリートで固められた河道形態は，単調な景観であるだけでなく，動植

物が生息・生育する場としても適した状況であるとは言い難い。このため，

レクリエーション，釣り，散策等を含め，河川利用もほとんど行なわれて

いないのが現状である。よって，比較的広いスペースを有する三角遊水池

部などを中心に，都市部の貴重な水辺空間として，その環境改善を図って

いく必要がある。 
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1.2 洪水，高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項 

災害の発生の防止又は軽減に関しては，河川改修等の整備により，計画規

模の降雨に伴う洪水を河道内にて安全に流下させるものとし，河口部におい

ては沿岸地域を異常な高潮から防御することとする。なお，尾崎川流域は，

ほぼ全域が市街化されているため，流域に降った雨はすべて関係市町の下水

道雨水排水路を通して流入する状況となっている。今後，河川改修等を行う

際には，流域全体の治水安全度など，河川と下水道とのバランスが保たれる

よう，関係機関と調整を図っていくこととする。 

また，想定される規模を超える洪水が発生した際の被害を最小限に抑える

ため，関係機関や沿川住民と連携し，情報伝達方法，警戒避難体制等の整備

を図る。 

1.3 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項 

河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関しては，沿川住民に悪

臭などの不快感を生じないよう「日常生活において不快を感じない程度」で

ある水質環境基準のＥ類型相当（ＢＯＤ＝10mg/l 以下）の水質を目標とし，

その流量の確保を図り，水質の改善や動植物の生息・生育環境の向上等，良

好な水環境の形成に努める。 

1.4 河川環境の整備と保全に関する事項 

河川環境の整備と保全に関しては，周辺住民の生活環境等に配慮し，関係

機関と協力しながら水質改善を図ることとする。また，動植物の生息・生育

に適した河道や，散策や釣り等親水性を考慮した護岸など河川環境の整備に

努める。また，尾崎川の環境面での現状と課題について，広く地域住民に広

報し，河川愛護活動等の啓発・促進を図る。 

1.5 河川の維持管理に関する事項 

河川の維持管理に関しては，災害発生の防止，河川の適正な利用，流水の

正常な機能の維持及び河川環境の整備と保全の観点から，河川管理施設の機

能を常に最大限に発揮できるように施設の点検及び整備に努める。 

また，水質観測を定期的に行い，その傾向を確認するとともに，必要に応

じ，水質改善対策の評価，見直し等に反映させることとする。 
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２．河川の整備の基本となるべき事項 

2.1 基本高水並びにその河道及び洪水調節施設への配分に関する事項 

基本高水のピ－ク流量は，基準地点尾崎樋門において，既往最大規模の降

雨により発生する流量である４８ｍ3/s とし，これを河道に配分する。 

表 2.1 基本高水のピ－ク流量等一覧表 

河川名 基準地点名 
基本高水のピーク流量 

（ｍ3/s） 

河道への配分流量 

（ｍ3/s） 

尾崎川 尾崎樋門 ４８ ４８ 

 

2.2 主要な地点における計画高水流量に関する事項 

尾崎川における計画高水流量は，基準地点尾崎樋門において４８ｍ3/s とする。 

 

 

 広 

島 

湾 
４８ m3/s  

 

尾崎樋門 
凡 例 
：基準地点 

 

 

 

図 2.1 計画高水流量配分図 

 

2.3 主要な地点における計画高水位及び計画横断形に係わる川幅に関する事項 

本水系の主要な地点における計画高水位及び概ねの川幅は次のとおりとする。 

表 2.2 主要地点における計画諸元一覧表 

河川名 地点名 
河口からの距離 

(km) 

計画高水位 

T.P.(ｍ) 

川  幅 

（ｍ） 

尾崎川 尾崎樋門 ０.０ －０．３３ １８ 

                         注）T.P： 東京湾中等潮位 
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2.4 主要な地点における流水の正常な機能を維持するために必要な流量に 

  関する事項 

尾崎川においては，下水道整備が進められ，水質については改善の状況が

見られるが，依然として，沿川において下水臭等の不快な臭気が発生してお

り，河川に生息・生育する動植物等にとっても良好な環境とはなっていない。 

流水の正常な機能を維持するために必要な流量については，流水の清潔の

保持，動植物の保護等を考慮し，「日常生活において不快を感じない程度」

である水質環境基準のＥ類型相当の水質を目標として，海田高校前地点にお

いて概ね 0.17ｍ3/s とする。 
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